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研究成果の概要（和文）：本研究では、古民家をめぐる里山資源利用に関する伝統的な知識が、地域ごとに、建
築当時の自然環境や社会状況に応じて様々な形で発達してきたことを明らかにした。構造材の樹種構成は周囲の
森林植生分布を反映していた。福島県只見町では、近隣の個人の林や共有林でモトヤマと呼ばれる地元の職人が
樹種を選び、運搬と伐採も担っていた。火入れにより管理されている茅場では、火入れが茅の品質や昆虫相の多
様性の維持に貢献していた。伝統的な除草方法で管理されている茅場でも、そうした除草が茅の品質や多様な植
物相の維持に不可欠であった。以上は、里山資源の持続可能な利用と生物多様性の保全の両立に寄与する重要な
知見である。

研究成果の概要（英文）：This study reveals that traditional knowledge regarding the utilization 
manners of satoyama resources for traditional wooden farmhouses was developed in various ways across
 different regions, considering the natural environment and social conditions at the time of 
construction. The choice of tree species for structural timbers reflected the surrounding 
vegetation. In interviews conducted in Tadami, northeastern Japan, it was found that local craftsmen
 selected and hauled the trees from nearby woodlands within 1km.　Thatching material production 
sites maintained through field burning or traditional weeding practices were found to maintain 
thatch quality and biodiversity.　These findings are important for satoyama resource management as 
they contribute to the balance between sustainable use and biodiversity conservation.

研究分野： 景観生態学

キーワード： 古民家　茅場　茅葺き　里山資源　伝統的生態学的知識　伝統知　植生管理　火入れ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により示された伝統知に基づく里山の資源管理のあり方は、地域の自然資源の持続的利用と生物多様性保
全の両立に寄与し、資源循環社会の再構築において重要な示唆を与えるものである。一方、こうした地域土着の
里山利用の伝統知は多くが各地に埋もれたままであり、早急に同様の調査を進め、その発掘とともに科学知化に
努める必要があることを示した貴重な成果である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
多様な自然環境を有する日本において、農山村に建つ伝統的木造民家（江戸時代〜昭和中期に

建てられた家屋；古民家)は、地域ごとにその立地の気候風土に順応しながら構築されてきた。
古民家は、多くの資材に周辺の自然資源（里山資源）が用いられ、修復と改善を繰り返しながら
何世代もその土地に存在してきたことから、自然環境に適応した半自然的な建造物として里山
生態系の重要な構成要素である。 
先の研究課題（基盤Ｃ25340107）では、長野県北部の豪雪地帯において、古民家を構成する里

山資源が地域の気候風土の下でその生育地（里山林や茅葺き屋根材を産出する茅場など）ととも
に持続的に利用されていたことを明らかにした（Ida 2017 など）。こうした自然資源利用を支え
てきた地域固有の伝統的な知識体系（伝統知）の理解とその多岐にわたる応用は、持続可能な社
会・生態システムの発展を支えたり、そのレジリエンスを確保したりする上で不可欠である。し
かし、日本の伝統民家研究のうち里山資源利用の伝統知やその地域多様性に関して国際的に通
用する成果はわずかであり（例えば、Ida 2017）、ひいては、伝統知の応用展開どころか科学知化
もほとんどなされていない状況にある。こうした中、各地では過疎・高齢化により古民家の放棄・
解体が進み、その伝統知を知る住民や職人も少なくなってきている。したがって、古民家をめぐ
る多様な伝統知の発掘・収集・科学知化は喫緊の課題であり、この先 10 年程度がそれを行う最
後の機会であると言っても過言ではない。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、古民家を構成する森林・里山資源の利用に関する多様な伝統的生態学的知識の体

系化を目的とし、2 つの具体的課題に取り組んだ。 
 
（1）古民家の構造材の樹種選択における地域多様性の実態解明 
古民家では、周辺に生育する樹種がその特性（形状・成長・強度等）や使用箇所に応じて合理

的に使い分けられていたと考えられる。そこで複数地域において、古民家の部材ごとの樹種の使
い分け（樹種選択）の実態、木材供給源となった森林の構造や利用来歴、また、伝統的な資源管
理手法について把握した。 
 
（2）茅場の伝統的管理手法の生態学的評価 
茅葺き屋根材として良質とされるカリヤス（イネ科ススキ属）を産出する現存の茅場において、

茅場とともに屋根材の生産量と品質を維持するために行われてきた伝統的な植生管理（火入れ、
草取り）の継続の意義を示すため、その有効性について生態学的見地から評価した。また、茅場
の生物多様性に対する伝統的管理の効果を検証し、管理継続の意義を示した。 
 
３．研究の方法 
 
（1）古民家の構造材の樹種選択における地域多様性の実態解明 
・古民家の使用木材の樹種同定：古民家の構成部材を採寸し木材使用量（本数や材積）を算出し
た。また、部材から採取した木片から解剖学的にその樹種を同定し、古民家の樹種組成を把握し
た。調査は、福島県只見町（11 棟）、広島県北広島町（2 棟）、広島県福山市（1 棟）で行った。 
・古民家をめぐる森林・里山資源利用に関する伝統知の把握：古民家周辺の森林植生の変遷およ
び利用来歴、管理方法、使用木材種など、古民家をめぐる森林・里山資源利用に関する伝統知を
地域住民への聞き取り調査によって収集した。調査は、福島県只見町において住民 70 件を対象
に行った。 
 
（2）茅場の伝統的管理手法の生態学的評価 
良質な屋根材（カリヤス）を産出し、火入れや草取りによって伝統的に維持されている次の 2

つの茅場を研究対象とした。 
・長野県小谷村牧の入茅場（火入れ管理）：植生管理（火入れ）の効果を検証するため、トタン
を被せた防火区を設置し、火入れを行った対照区とカリヤスの収量や形状を比較した。また、昆
虫相を 3 年間にわたり把握した。これらの結果と茅葺き職人への聞き取り調査から、植生管理の
効果とその継続の意義を検討した。 
・富山県五箇山菅沼の茅場（草取り管理）：植物の種多様性が高く、特にカタクリをはじめ春植
物が群生する特異な生態系が見られる。長年維持されている茅場（伝統区）、近年再生した茅場
（再生区）、新たに造成した茅場（造成区）、放棄された茅場（放棄区）を対象に、それぞれ植生
とカリヤスの収量・形状を把握し、伝統区との比較対照により伝統的管理の意義を評価した。 
 
４．研究成果 



 
（1）福島県只見町における 11 棟の古民家の樹種組成、計 70 件
の聞き取り調査の結果から、同町の民家普請に関する伝統知の特
色は以下３点に総括された（井田 2020a；Ida et al.2023）。 
・スギ（天然か植栽かは明らかにできなかった）と尾根筋に自生
するキタゴヨウが建材として主に利用され、只見で優占するブナ
は 3 番目に材積が多かったが使用された地域は限定的であった。
こうした樹種選択は雪崩が多発し複雑な地形に依存した当地の
モザイク的な植生分布を反映していた。 
・建材は周りの山林から調達され、それを選定・伐採・運搬する
モトヤマと呼ばれる職人が集落ごとにいた。 
・痩せ尾根に立地するキタゴヨウ林では大径木の適度な利用に
よって後継樹の更新が促進され、このことがキタゴヨウの持続利
用を可能にした。 
福島県只見町と同様に日本海側の豪雪地帯に属する長野県飯山

市で調べた農家建築（７棟）ではスギ・ブナ・ミズナラが主体で
あり（Ida 2017）、このことから只見も飯山も、それぞれの地域の
植生を代表する樹種が古民家の構造材に選択される傾向を示し
た。特に、ブナが屋根を支える部材や梁・桁に選択的に使用され
ていた点（図１）は両地域で共通していた。これは耐積雪圧の高
いブナの特性を活かした伝統的な利用方法として日本の多雪地
域を特徴づける生態学的知識と言える。 
 
（2）広島県北広島町で調べた農家建築 2 棟では、水平材には主
にアカマツとスギが使用され、垂直材には主にクリとスギが使用
されていた。戦前に建てられた主屋と戦後の増築部では樹種構成
比に違いが見られ、これには周辺の植生およびその利用形態が変化した（例えば、広葉樹林の減
少とスギ植林の増大）ことが影響していると推察された（井田・山本・小野寺ほか，未発表）。 
 
（3）広島県福山市郊外の昭和前期建築の一般木造民家１棟で
は、建築当時周辺に広がっていたアカマツ二次林やスギ植林を
由来と考えられる木材が、それぞれ水平材と垂直材に明瞭に使
い分けられていた。戦争の影響によって木材の節約が図られて
いたことが伺えたが、入手可能な木材を最大限に活かした工夫
が各所になされていた（田中ほか 2022）。 
 
（4）火入れによって維持されている長野県小谷村の牧の入茅
場において防火区を設定し、火入れ区と茅の品質を比較した結
果、火入れ区では開花した稈（屋根茅として丈夫で長持ちとさ
れる）の密度、割合共に高いことが明らかとなった（井田 2020b，
2023；天野・井田 2023）。また、３年間にわたり実施した昆虫
相調査の結果、計 14 目 128 科 505 種を記録した。希少種とし
てクロシジミが記録された。約 1000ｍ付近で局所的に生息が
確認されたショウリョウバッタモドキは従来の最高地（約
600ｍ）を超える記録であった（丸山・井田 2021,2022,2023）。 
以上から、火入れは茅場の維持だけでなく良質な屋根茅の生産維持、また、昆虫の生物多様性

維持においても重要な役割を果たしていることが示された。 
 
（5）草取りによって維持管理がなされている富山県南砺市五箇山菅沼地区の来歴の異なる茅場
（伝統区、再生区、造成区、放棄区）において植生の状況と、植生管理に伴う光量の変化および
地上部刈り取り量を比較検討した結果、6 月と 9 月に茅以外の植物を刈り取る「中刈り」、秋の
「茅刈り」とその後残った植物を除去する「そうじ」といった伝統的な植生管理（草取り作業）
が、カタクリ群落だけでなく多様な草原生植物の生育環境の成立・維持とともにその回復におい
ても重要な役割を果たしていることが示唆された（井田・新井 2021）。 
 
（6）以上、古民家をめぐる資源の利用形態は、建築当時の自然環境や社会的な状況に応じて地
域ごとに多様に発達してきたことが明らかとなった。本研究により示された伝統知に基づく里
山の資源管理のあり方は、地域の自然資源の持続的利用と生物多様性保全の両立に寄与し、資源
循環社会の再構築において重要な示唆を与える（井田 2022）。一方、こうした地域土着の里山利
用の伝統知は多くが各地に埋もれたままであり、早急に同様の調査を進めていく必要がある。 
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図１．只見町の古民家での樹
種選択の例（Ida 2023 を改変） 

図２．広島県福山市の昭和前期建築民
家での樹種選択（田中ほか 2022 より） 
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